
福 生 市 の 概 要

福 生 市 民 憲 章 
 

美しく連なる山なみを望み、しずかに流れる多摩川のもと、雑木林と桑畑の武蔵野台地

にひらけた福生市は、多くの人たちのたゆみない努力によって発展をつづけています。 
わたくし

私たち市民は、この地をふるさととして愛し、平和を願い、いきいきとした市民のまち

をつくるため、ここに市民憲章を定めます。 

 

１．私たちは 健康な心と体をつくり
じゅうじつ

充実した豊かな日々をおくりましょう。 

１．私たちは 老人
うやま

を敬い 子供の健やかな成長につとめ 明るい家庭をつくりましょう。 

１．私たちは 自然をたいせつにし 花や木を育て 美しい緑のまちをつくりましょう。 

１．私たちは
きょうよう

教養を高め
じょうそう

情操を養い 文化の
かお

薫るまちをつくりましょう。 

１．私たちは たがいに親しみ 助けあい みんなが幸せになるまちをつくりましょう。 
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１ 福生市の概要 
 
（１）沿  革 

明治２２年市町村制施行により福生村、熊川村組合役場を設け、明治２６年に神奈川県より東京府

に編入されている。この頃民営の青梅鉄道（現在のＪＲ青梅線）が敷設され、明治２７年に福生駅が

開業している。 
昭和初期まではこの辺は養蚕を主とした農村であったが、昭和１４年から１５年にかけて、市の東

北部に旧日本陸軍の「多摩飛行場」が設置され、さらに航空審査部と整備学校等が設置されて人口も

増えはじめ一躍軍都として発展してきた。昭和１５年１１月には福生、熊川の両村が合併して町制を

施行して福生町が誕生した。（昭和１５年の国勢調査で人口７，９２１人） 
なお、昭和２０年の終戦と同時に軍部の施設は米軍に接収され、その後数度の拡張を経て現在の市

域の約１／３を占める横田基地となっている。 
戦後は米軍の進駐に伴い、基地労働者やサービス業関係者等が激増し、一般住宅とともに米軍人用

の住宅ハウスが約２，０００戸も建てられるなど、基地経済が発達し基地の町として、特異な発展を

することとなり、商店街も急速に発展整備されてきた。 
｢ふっさ七夕まつり」の第１回目が昭和２６年に行われている。商業の繁栄と観光を結びつけた催

し物として地元商店街のひとたちが取り組んだものであり、以来、市をあげての一大観光行事となっ

ている。（８月７日前後４日間開催） 
昭和３７年頃から基地の町からの脱皮が真剣に考えられ、同年に首都圏整備法による市街地開発区

域の指定を受け都市計画を進めてきた。 
そして行政サービスの一層の充実を図るため、昭和４５年７月、地方自治法の特例措置により、人

口３８，７４９人で市制を施行し、東京都下１８番目の市となった。また、昭和４１年からは地元町

会のひとたちが中心となって蛍の保護運動から始まった「ホタルまつり」が始まっている（６月中旬

土曜日開催）。昭和４５年に「世界平和都市宣言」、昭和４８年に「健康都市宣言」が宣告され、昭和

５５年に「市民憲章」及び「市の歌」を制定。昭和５８年に「交通安全都市宣言」が宣告された。ま

た、昭和５９年には多摩川堤防沿いに植えられた桜約５００本が成長し、全長約２．５Ｋｍの間で「ふ

っさ桜まつり」が始まっており、春のひとときを楽しむ多くの花見客で賑わっている（４月初旬開催）。

なお、市の木として｢モクセイ｣・市の花として｢つつじ｣（昭和 年 月 日制定）、市の鳥とし

て｢シジュウカラ｣（平成２年７月１日制定）も制定している。

こうしたことを背景に福生市では、まちづくりの基本方向を示すものとして、昭和５２年に策定し

た第１期総合計画をもとに、シビルミニマム（市民生活に必要な最小限の環境条件）の視点から主と

して都市基盤及び生活基盤整備を中心とするまちづくりを進めてきた。

また、平成２年に策定した第２期総合計画では、｢市民からの発想｣、｢まちの個性からの発想｣を基

本理念に、｢輝く街 福生｣を目指し、｢快適環境都市｣、｢風格ある都市｣、｢人生 年時代に対応する

都市｣、｢産業に活力ある都市｣を目標と定め、更に、平成 年に策定した第３期総合計画では、「や

すらぎ いきいき 輝く街 福生」を市の将来像と定め、数々の施策を進めてきた。

現在は、平成 年３月に策定した第４期総合計画において、目指すべきまちの都市像を｢このまち

が好き 夢かなうまち 福生｣と定め、福生の自然、歴史、文化、産業など、かけがえのない財産を

資源として活用し、福生らしい個性と魅力、にぎわいと活気を生み出し、すべての市民が心から「住

んでよかった」、「住み続けたい」と思えるようなまちの実現に向け取り組んでいるところである。
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（２）地勢及び位置

都心からは約５０Ｋｍ西方にあって、多摩川の東側に南北に横たわる市で、近隣は、立川市、昭島

市、八王子市、あきる野市、羽村市、瑞穂町、武蔵村山市に境を接している。また、当市は、秩父山

地の笠取山に水源を発した１級河川の多摩川のおよそ５０Ｋｍ下流の左岸（東側）にあたり、武蔵野

台地の西端に位置する面積１０．１６Ｋ㎡の市である。

市の約１／３を占める横田基地は、市の東北部に位置している。地形は、横田基地から西の多摩川

に向って三段丘をなす河岸段丘となっている。

ＪＲ福生駅の周辺が中心市街地として発展をし、また、かつて江戸市中の飲料水となった玉川上水

が両側に緑を抱えながら市の北西側から東側に向かい福生市を縦断するように緩やかに流れている。

道路等の主な交通網は、基地沿いに国道１６号線（東京環状線）がはしり、これに主要地方道立川・

青梅線（奥多摩街道）、主要地方道杉並・五日市線（五日市街道）及び一般都道と市道が交差してい

る。鉄道は、小さな市域のわりには５つの駅があり、市の中央部を北西から南東にかけＪＲ青梅線（福

生駅、牛浜駅、拝島駅）が通り、それに拝島駅にはＪＲ五日市線（熊川駅）、ＪＲ八高線（東福生駅）

と西武鉄道（西武拝島線）が乗り入れており、交通の便の良いところとなっている。なお、拝島駅は

隣接の昭島市との境界に位置している。

面 積 １０．１６Ｋ㎡（うち横田基地約３．３１７Ｋ㎡）

東 西 ３．６Ｋｍ

南 北 ４．５Ｋｍ

緯 度 北緯 ３５度４４分０７秒
（福生市役所）

経 度 東経１３９度１９分４８秒

標 高
最高 １４３ｍ（武蔵野台一丁目付近）

最低 １０４ｍ（福生第五小学校付近）

※面積については、平成２６年１０月１日から１０．１６Ｋ㎡

（旧面積１０．２４Ｋ㎡。国土地理院による計測方法の変更による。）
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（３）人口及び世帯数 
ア．人口及び世帯 

（平成２８年１月１日現在） 

日本人登録人口 

男 ２７，９２３ 人 
女 ２７，６６５ 人 
計 ５５，５８８ 人 

世帯数 ２７，３１７ 世帯 

外国人登録人口 

男 １，５２２ 人 
女 １，５０３  人 
計 ３，０２５ 人 

世帯数(混合世帯含む。) ２，３９４ 世帯 

住民基本台帳人口 

男 ２９，４４５ 人 
女 ２９，１６８ 人 
計 ５８，６１３ 人 

世帯数 ２９，７１１ 世帯 
 

人口及び世帯数の状況 
（１月１日現在） 

年 世 帯 数 
（世帯） 

人 口 （人） 
男 女 計 

昭和６１ １８，７２３ ２６，０６３ ２５，９５４ ５２，０１７ 
６２ １９，１７４ ２６，５２７ ２６，４１６ ５２，９４３ 
６３ １９，８９２ ２７，１９０ ２６，９９９ ５４，１８９ 
６４ ２０，７４９ ２８，１６３ ２７，７２８ ５５，８９１ 

平成 ２ ２１，５３４ ２８，８５２ ２８，２８９ ５７，１４１ 
３ ２２，１６４ ２９，４０６ ２８，６３１ ５８，０３７ 
４ ２２，８４３ ２９，９８２ ２８，９５８ ５８，９４０ 
５ ２３，２８１ ３０，２１７ ２９，１７９ ５９，３９６ 
６ ２３，７３６ ３０，４８５ ２９，４０６ ５９，８９１ 
７ ２４，０９５ ３０，６０１ ２９，６０６ ６０，２０７ 
８ ２４，４５１ ３０，６９３ ２９，６９０ ６０，３８３ 
９ ２４，８１２ ３０，５７７ ２９，６９５ ６０，２７２ 

１０ ２５，１４７ ３０，６３７ ２９，８４７ ６０，４８４ 
１１ ２５，３６７ ３０，６５４ ２９，８１６ ６０，４７０ 
１２ ２５，５６６ ３０，５３９ ２９，７４９ ６０，２８８ 
１３ ２５，８９５ ３０，５８０ ２９，７４４ ６０，３２４ 
１４ ２６，３５９ ３０，６５５ ２９，７３９ ６０，３９４ 
１５ ２６，５１９ ３０，４２６ ２９，６４８ ６０，０７４ 
１６ ２６，５４９ ３０，０７７ ２９，３５４ ５９，４３１ 
１７ ２６，８７７ ３０，０８６ ２９，３８７ ５９，４７３ 
１８ ２７，１７５ ２９，９６６ ２９，３１２ ５９，２７８ 
１９ ２７，３２７ ２９，７７６ ２９，１３９ ５８，９１５ 
２０ ２７，５４２ ２９，６７９ ２８，９６１ ５８，６４０ 
２１ ２７，６９１ ２９，５５８ ２８，９２５ ５８，４８３ 
２２ ２７，７６５ ２９，３３１ ２８，７９１ ５８，１２２ 
２３ ２７，６８１ ２８，９８２ ２８，５９０ ５７，５７２ 
２４ ２７，５９６ ２８，７０８ ２８，３０１ ５７，００９ 
２５ ２７，１９１ ２８，６０１ ２８，１２３ ５６，７２４ 

2 

（２）地勢及び位置

都心からは約５０Ｋｍ西方にあって、多摩川の東側に南北に横たわる市で、近隣は、立川市、昭島

市、八王子市、あきる野市、羽村市、瑞穂町、武蔵村山市に境を接している。また、当市は、秩父山

地の笠取山に水源を発した１級河川の多摩川のおよそ５０Ｋｍ下流の左岸（東側）にあたり、武蔵野

台地の西端に位置する面積１０．１６Ｋ㎡の市である。

市の約１／３を占める横田基地は、市の東北部に位置している。地形は、横田基地から西の多摩川

に向って三段丘をなす河岸段丘となっている。

ＪＲ福生駅の周辺が中心市街地として発展をし、また、かつて江戸市中の飲料水となった玉川上水

が両側に緑を抱えながら市の北西側から東側に向かい福生市を縦断するように緩やかに流れている。

道路等の主な交通網は、基地沿いに国道１６号線（東京環状線）がはしり、これに主要地方道立川・

青梅線（奥多摩街道）、主要地方道杉並・五日市線（五日市街道）及び一般都道と市道が交差してい

る。鉄道は、小さな市域のわりには５つの駅があり、市の中央部を北西から南東にかけＪＲ青梅線（福

生駅、牛浜駅、拝島駅）が通り、それに拝島駅にはＪＲ五日市線（熊川駅）、ＪＲ八高線（東福生駅）

と西武鉄道（西武拝島線）が乗り入れており、交通の便の良いところとなっている。なお、拝島駅は

隣接の昭島市との境界に位置している。

面 積 １０．１６Ｋ㎡（うち横田基地約３．３１７Ｋ㎡）

東 西 ３．６Ｋｍ

南 北 ４．５Ｋｍ

緯 度 北緯 ３５度４４分０７秒
（福生市役所）

経 度 東経１３９度１９分４８秒

標 高
最高 １４３ｍ（武蔵野台一丁目付近）

最低 １０４ｍ（福生第五小学校付近）

※面積については、平成２６年１０月１日から１０．１６Ｋ㎡

（旧面積１０．２４Ｋ㎡。国土地理院による計測方法の変更による。）

— 3 —



4 

２６ ２７，１３９ ２８，３３２ ２７，９５６ ５６，２８８ 
２７ ２７，２２５ ２８，０４４ ２７，７９７ ５５，８４１ 
２８ ２７，３１７ ２７，９２３ ２７，６６５ ５５，５８８ 

（住民基本台帳人口） 
※平成２５年度～ 

住民基本台帳人口の日本人人口 
     世帯数は日本人世帯数 

 
イ．人口・世帯数の推移 

 
 

グラフ入る 
 
 
 

別データ 
③－３◎人口世帯数の推移 

※ただし、 昭和２５年以前は国勢調査による。

イ．人口及び世帯数の推移

昭和

年

昭和

年

昭和

年

昭和

年

昭和

年

昭和

年

昭和

年

昭和

年

昭和

年

昭和

年
平成 年 平成 年

平成

年

平成

年

平成

年

平成

年

人口

世帯

住民基本台帳（外国人を除く。）に基づく人口、世帯数の推移 １月１日現在）
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（４）就業人口（産業分類別）の状況 
各年 月１日現在

（資料：国勢調査）

平成２２年

産業別分類
就業者数（人）

比率（％）
男 女 計

第 一 次 産 業 ９６ ３２ １２８ ０．４６

第 二 次 産 業 ５，０８８ １，５０１ ６，５８９ ２３．７９

第 三 次 産 業 ９，７６２ ９，０３３ １８，７９５ ６７．８７

分類不能の産業 １，２８１ ９００ ２，１８１ ７．８８

計 １６，２２７ １１，４６６ ２７，６９３ １００．００

平成１７年

産業別分類
就業者数（人）

比率（％）
男 女 計

第 一 次 産 業 ８７ ２１ １０８ ０．３７

第 二 次 産 業 ５，９１８ １，７６８ ７，６８６ ２６．４２

第 三 次 産 業 １０，６８７ ９，４２１ ２０，１０８ ６９．１３

分類不能の産業 ６９５ ４９２ １，１８７ ４．０８

計 １７，３８７ １１，７０２ ２９，０８９ １００．００

平成１２年

産業別分類
就業者数（人）

比率（％）
男 女 計

第 一 次 産 業 ６５ １３ ７８ ０．２５

第 二 次 産 業 ７，１９７ ２，２６５ ９，４６２ ３０．６３

第 三 次 産 業 １１，２７５ ９，１７１ ２０，４４６ ６６．１８

分類不能の産業 ５２４ ３８３ ９０７ ２．９４

計 １９，０６１ １１，８３２ ３０，８９３ １００．００

平成７年

産業別分類
就業者数（人）

比率（％）
男 女 計

第 一 次 産 業 １２０ ３５ １５５ ０．４９

第 二 次 産 業 ７，４８１ ２，２８８ ９，７６９ ３０．９０

第 三 次 産 業 １２，０２９ ８，９７３ ２１，００２ ６６．４３

分類不能の産業 ３９７ ２９４ ６９１ ２．１８

計 ２０，０２７ １１，５９０ ３１，６１７ １００．００

平成２年

産業別分類
就業者数（人）

比率（％）
男 女 計

第 一 次 産 業 ９５ １６ １１１ ０．３７

第 二 次 産 業 ７，７１２ ２，５９６ １０，３０８ ３４．４２

第 三 次 産 業 １１，００１ ８，０２９ １９，０３０ ６３．５５

分類不能の産業 ２７６ ２２０ ４９６ １．６６

計 １９，０８４ １０，８６１ ２９，９４５ １００．００

4 

２６ ２７，１３９ ２８，３３２ ２７，９５６ ５６，２８８ 
２７ ２７，２２５ ２８，０４４ ２７，７９７ ５５，８４１ 
２８ ２７，３１７ ２７，９２３ ２７，６６５ ５５，５８８ 

（住民基本台帳人口） 
※平成２５年度～ 

住民基本台帳人口の日本人人口 
     世帯数は日本人世帯数 

 
イ．人口・世帯数の推移 

 
 

グラフ入る 
 
 
 

別データ 
③－３◎人口世帯数の推移 
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6 

（５）市の予算の推移（当初予算）

年度別 一般会計 区画整理会計 国保会計 下水道会計 老人保健会計

平成元

２ －

３ －

４ －

５ －

６ －

７ －

８ －

９ －

１０ －

１１ －

１２ －

１３ －

１４ －

１５ －

１６ －

１７ －

１８ －

１９ －

２０ －

２１ －

２２ －

２３ － －

２４ － －

２５ － －

２６ － －

２７ － －

※（ ）内は、平成 年度及び 年度住民税等減税補てん債借換分 千円を除いたもの。
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7 

（単位：千円）

介護保険会計 後期高齢者医療会計 小 計 受託水道会計 合 計

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－ －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

 

6 

（５）市の予算の推移（当初予算）

年度別 一般会計 区画整理会計 国保会計 下水道会計 老人保健会計

平成元

２ －

３ －

４ －

５ －

６ －

７ －

８ －

９ －

１０ －

１１ －

１２ －

１３ －

１４ －

１５ －

１６ －

１７ －

１８ －

１９ －

２０ －

２１ －

２２ －

２３ － －

２４ － －

２５ － －

２６ － －

２７ － －

※（ ）内は、平成 年度及び 年度住民税等減税補てん債借換分 千円を除いたもの。
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基地渉外担当（１）

総合窓口課（１３）

もくせい会館

職　員　課（６）

（協働推進課長兼務）

　平成27年４月１日現在

庶　務　係（２）

議　事　係（２）
次　　長（５）

企画調整担当（４）

情報システム係（４）

協働推進課（４）

収　納　課（１１）

市議会

市　長

議会事務局（６）

総　務　部（３８）

企画調整課（７）

秘書広報課（８）

職員係（５）

 主 幹（基地・渉外担当）

財　政　課（６）

リサイクルセンター係（３）

総　務　課（９）

検査係（２）

課　税　課（１６）

新公会計・公共施設等総合管理計画担当（１）

 主 幹（新公会計・公共施設

等総合管理計画担当）

企画財政部（２９） 財　政　係（５）

秘　書　係（２）

広報広聴係（５）

情報システム課（５）

副市長
総務係（３）

法制係（３）

防　災　係（４）
安全安心まちづくり課（８）

地域安全係（３）

 主 幹

管　財　係（９）
契約管財課（１３）

契　約　係（３）　　

総合窓口係（１２）

市 民 税 係（７）

資 産 税 係（８）
市　民　部（５５）

収  納  係（１０）

保険年金係（１０）
保険年金課（１４）

まちの魅力創造グループ（４）
シティセールス推進課（８）

後期高齢医療係（３）

産業活性化グループ（３）

環  境  係（６）

生活環境部（２７） 環　境　課（１４） ごみ対策係（４）

協働推進・男女平等推進担当（３）

輝き市民サポートセンター

（７）組 織 機 構 図 

(契約管財課長兼務）
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（指定管理者）

(福祉事務所) （指定管理者）

（指定管理者）

（指定管理者）

子ども家庭部（２１）

用地グループ（２）

住宅グループ（３）

会　計　係（４）

選  挙  係（２）

監  査  係（２）

計画グループ（４）

子ども家庭支援センター

管理グループ（４）

健　康　課（１３）

福祉センター

監 査 委 員

選挙管理委員会

会  計  課（５）

都市建設部（３８）

熊川児童館

（参事兼務）

障害福祉係（９）

田園会館・田園児童館

健康管理係（５）

保健指導係（７）

保健センター

子ども育成係（３）

生活福祉係（１０）

会計管理者（参事）

子ども家庭支援課（７）

地域包括支援センター参　事

公園グループ（７）

武蔵野台児童館

道路グループ（４）

監査委員事務局（３）

庶務・福祉計画担当（７）
社会福祉課（１８）

障害福祉課（１０）

高齢福祉係（３）

介護保険係（７）

(福祉事務所) 地域包括支援センター係（３）

介護福祉課（１４）福祉保健部（５６）

保　 育　 係（４）

子育て支援係（５）

子ども家庭支援センター係（６）

参事 道路公園課（１６）

建築グループ（４）
施　設　課（１０）

下水道グループ（５）

まちづくり計画課（１０）

子ども育成課（１３）

選挙管理委員会事務局（３）

農業委員会

固定資産評価審査委員会

(介護福祉課長兼務）

（健康課長兼務）

(子ども家庭支援課長兼務）
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（生涯学習推進課長兼務）

（スポーツ推進課長兼務）

（指定管理者）

（公民館長兼務） 　

（公民館長兼務）

（公民館長兼務）

（図書館長兼務） 　

（図書館長兼務）

（教育指導課長兼務）

教職員係（２）

教育部（７２）

教育指導課（４）
指導係（２）

教育長

扶桑会館

わかたけ会館・わかたけ図書館 

中央体育館

わかたけ分館（２）

図 書 館 係（８）図　書　館（１７）

わかぎり会館・わかぎり図書館 

（指定管理者）

生涯学習推進課（７）

熊川地域体育館

第二給食センター（５）

教育センター

教育委員会
教育総務係（３）

教育総務課（６）
学校施設係（２）

（参事兼務）

主　幹（英語教育推進担当）

主　幹（特別支援教育担当）

（参事兼務）

学務係（３）
教育支援課（５）

個別支援教育係（１）

給食第一係（２）
学校給食課（１３）

第一給食センター（４）
給食センター

（学校給食課長兼務）

生涯学習推進係（２） 

給食第二係（１）

地域教育支援係（３）

参 　事 文 化 財 係 （２）

かえで会館

わかぎり分館（２）

（生涯学習推進課長兼務）

（指定管理者）

スポーツ推進係（３）

福生地域体育館

白 梅 分 館（２）

市民会館

さくら会館

白梅会館・白梅分館

松林会館・松林分館 

スポーツ推進課（４）

公  民  館（９） 公民館係（４）

松 林 分 館 （２）

（図書館長兼務）

武蔵野台図書館 武蔵野台分館（２）

小  学  校（２）

中  学  校（１）

（指定管理者）

(福祉事務所) （指定管理者）

（指定管理者）

（指定管理者）

子ども家庭部（２１）

用地グループ（２）

住宅グループ（３）

会　計　係（４）

選  挙  係（２）

監  査  係（２）

計画グループ（４）

子ども家庭支援センター

管理グループ（４）

健　康　課（１３）

福祉センター

監 査 委 員

選挙管理委員会

会  計  課（５）

都市建設部（３８）

熊川児童館

（参事兼務）

障害福祉係（９）

田園会館・田園児童館

健康管理係（５）

保健指導係（７）

保健センター

子ども育成係（３）

生活福祉係（１０）

会計管理者（参事）

子ども家庭支援課（７）

地域包括支援センター参　事

公園グループ（７）

武蔵野台児童館

道路グループ（４）

監査委員事務局（３）

庶務・福祉計画担当（７）
社会福祉課（１８）

障害福祉課（１０）

高齢福祉係（３）

介護保険係（７）

(福祉事務所) 地域包括支援センター係（３）

介護福祉課（１４）福祉保健部（５６）

保　 育　 係（４）

子育て支援係（５）

子ども家庭支援センター係（６）

参事 道路公園課（１６）

建築グループ（４）
施　設　課（１０）

下水道グループ（５）

まちづくり計画課（１０）

子ども育成課（１３）

選挙管理委員会事務局（３）

農業委員会

固定資産評価審査委員会

(介護福祉課長兼務）

（健康課長兼務）

(子ども家庭支援課長兼務）
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